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20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265 20270 20275 20280 20285農水産業分野に関する課題別研修 課題別研修他 14

食料安全保障のための農学ネットワーク（Agri-Net） 課題別研修他 2

8,9,14スイラケディマ新世代漁港整備計画準備調査 協準

1,2,12市場志向型農業による小規模農家収入向上プロジェクト 技プロ

2,14水産業振興 個別専門家

2,13節水灌漑システム普及 国別研修

貝類養殖技術研究センター建設計画 無償

2,8,12,13

12.00 2,9,14

2,14

53.71 9,14

2023 2024 2025 2026 2027 2028

【現状と課題】
農業はモロッコ国内の就労人口の約4割を占めており、国全体の経済成長に及ぼす影響も大きいが、灌漑普及率が低
く天水に頼る割合が高いため、近年の気候変動の影響により安定的な農業生産の妨げとなっている。以上より、灌
漑の普及、市場のニーズに対応した農業の普及により、安定して生産性・付加価値が高い農業を実現していくこと
が求められている。また、農業は雇用吸収力が高く、同分野への支援は失業率の改善にも資する。
加えて、長い海岸線と優良な漁場に恵まれたモロッコにとって、水産業（特に零細漁業）の振興は地方経済の活性
化の為に不可欠な要素となっている。高度衛生管理の推進を通じた水産物の高付加価値化や漁港の観光拠点として
の活用及び養殖業の振興による持続性の高い漁業を推進していくことが求められている。

【開発課題への対応方針】
モロッコ政府が注力する農水産業については、灌漑の普及、市場のニーズに対応した農業の推進によ
り、安定した生産性・付加価値の高い農業の普及のための支援を行う。水産業においても高付加価値
化、持続性の向上に資する事業を支援していく。

協力プログラム名 案件名 スキーム

実施期間
支援額

（億円）
SDGs 備考

海洋・漁業調査船建設計画 有償

年度
以前

年度 年度 年度 年度 年度

国別開発協力方針　別紙

対モロッコ王国　事業展開計画

基本方針
（大目標）

　　質の高い成長の促進及び中東・アフリカ地域の安定化への貢献

重点分野１
（中目標）

経済競争力の強化

農水産業振興
プログラム

開発課題１－１
（小目標）

農水産業

ブルーグロース型養殖開発プロジェクト 技プロ

ガルブ地域灌漑開発事業準備調査 協準
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20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265 20270 20275 20280 20285

20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265 20270 20275 20280 20285

20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265 20270 20275 20280 20285

20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265 20270 20275 20280 20285

20230 20235 20240 20245 20250 20255 20260 20265 20270 20275 20280 20285地方開発・保健医療分野に関する課題別研修 課題別研修他 3,8

母子保健・社会的弱者支援分野のJICA海外協力隊 JOCV 3,10

5.00 3 医療機材

2.30 4,8 職業訓練機材経済社会開発計画 無償

経済社会開発計画

年度
以前

年度 年度 年度 年度 年度

2023 2024 2025 2026 2027 2028

無償

SDGs 備考

重点分野２
（中目標）

包摂性及び持続性に配慮した社会開発の促進

【現状と課題】
モロッコにおいて、内陸部等の一部地域は他地域からの隔絶性、人口の拡散性、人的資源の不足、厳しい自然環境
等、当該地域特有の開発阻害要因が存在しているために、人間開発及び社会開発の面で課題が残っている。モロッ
コでは貧困の70％は農村部に集中、人口1人当たりのGDPも地域圏間で隔たりがあり、大きな地域間格差が問題に
なっている。

【開発課題への対応方針】
社会・地域格差是正に資する地方開発や保健医療分野を含む社会インフラ整備等の支援を行っていくこ
とにより、包摂的な成長及び社会の安定化に寄与する。

協力プログラム名 案件名 スキーム

実施期間
支援額

（億円）

職業訓練及び日本語教育分野のJICA海外協力隊 JOCV

経済インフラ
整備プログラム

ケニトラ大西洋新港建設計画協力準備調査

経済インフラ整備に関する課題別研修

ラバト-カサブランカ内陸高速道路建設事業準備調査 協準

4,9

8,9

9運輸政策アドバイザー 個別専門家

165.00 4

4

8,9

8,9開発課題１－２
（小目標）

経済インフラ整備

【現状と課題】
モロッコはEU・米国及び地中海諸国等と自由貿易協定を締結しているが、この環境を活かした雇用創出や産業多角
化につなげるための経済競争力強化が課題である。このため、経済競争力強化の前提となる基幹運輸・交通網整
備、エネルギー施設整備といった基幹インフラ整備や産業人材育成の重要性が高い。

【開発課題への対応方針】
経済インフラの整備や我が国の技術・製品の導入や普及を通じたモロッコの経済競争力の強化に資する
支援を行う。また、高い失業率の解消に資する持続可能な産業育成が行えるよう、産官学連携の枠組み
も利用しつつ人材育成を行う。

協力プログラム名 案件名 スキーム

実施期間
支援額

（億円）
SDGs 備考

課題別研修他

協準

地方自治体向けインフラ整備支援事業 有償

アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ（ABEイニシアチブ） 課題別研修他

年度
以前

年度 年度 年度 年度 年度

2023 2024 2025 2026 2027 2028

地方開発
・保健医療
プログラム

開発課題２－１
（小目標）

地方開発・保健医
療
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4教育分野のJICA海外協力隊 JOCV

4教育分野に関する課題別研修 課題別研修他

4公平な教育振興プロジェクトフェーズ2 技プロ

220.00 4基礎教育の学習環境改善のための開発政策借款

年度
以前

年度 年度 年度 年度 年度

有償

2023 2024 2025 2026 2027 2028

【現状と課題】
2000年以降、同国基礎教育セクターでは初等教育の就学率が改善し、ほぼ全ての子供が初等教育へアクセスできる
一方で、学習到達度が低いといった教育の質に課題がある。また、前期中等教育においては依然として地域間のア
クセスに課題がある。

【開発課題への対応方針】
地方部への基礎教育の拡充や質の改善などへの支援を行っていくことにより、社会・地域格差是正に寄
与する。

協力プログラム名 案件名 スキーム

実施期間
支援額

（億円）
SDGs 備考

飲料水供給分野の草の根・人間の安全保障無償資金協力 草の根無償 0.07 6

6,11,13,15水・環境分野に関する課題別研修 課題別研修他

9,11可搬式バッテリ－給油機導入による災害時ライフラインの早期復旧に基づく都市強靭化の案件化調査 案件化調査

3,15PM2.5自動成分分析装置および大気モニタリングシステム導入のための普及・実証・ビジネス化事業 普及・実証・ビジネ
ス化事業

3

2023 2024 2025 2026

【現状と課題】
モロッコにおいては、経済成長に伴って水資源に対する需要が増加している一方、降雨量の変動幅が大きいため、
限られた水資源の有効利用が不可欠である。さらに、今後の持続的成長のためには、気候変動や経済発展に伴う環
境への負荷に配慮した成長を実現することが求められている。

【開発課題への対応方針】
気候変動や経済発展に伴う環境負荷に対応する強靱な社会インフラ整備と体制・管理能力の強化を支援
することにより、持続的な成長に寄与する。

協力プログラム名 案件名

実施期間
支援額

（億円）
SDGs 備考

地方中核都市の国公立病院に対する医療廃棄物用無煙焼却炉の導入に関する普及・実証事業
普及・実証・ビジネ

ス化事業

年度
以前

年度 年度 年度 年度 年度

2027 2028

水・環境
プログラム

開発課題２－２
（小目標）

水・環境

基礎教育の
アクセス
・質向上
プログラム

開発課題２－３
（小目標）

基礎教育
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【凡例】　「協準」（＝全ての協力準備調査）、「詳細設計」（＝詳細設計）、「基礎情報調査」（＝基礎情報収集・確認調査）、「技プロ」（＝技術協力プロジェクト）、「開発計画」（＝開発計画調査型技術協力）、「個別専門家」、「個別機材」、「国別研修」、「課題別研修他」（＝課題別研修及び青年
研修、長期研修）、「JOCV」（＝JICA海外協力隊）、「第三国専門家」、「第三国研修」、「現地国内研修」、「科学技術」（＝科学技術協力（技プロ型及び個別専門家型、SATREPS））「草の根技協」（＝草の根技術協力）、「○○省技協」（＝外務省・JICA以外の省庁及び独立行政法人等が実施している技
術協力）、「民間提案型技協」（＝開発途上国の社会・経済開発のための民間技術普及促進事業）、「SDGs調査」（＝途上国の課題解決型ビジネス（SDGsビジネス）調査）、「無償」（＝以下に特記するサブ・スキームを除く全ての無償資金協力）「食糧援助」（＝食糧援助）、「一般文化」（＝一般文化無償
資金協力）、「草の根文化」（＝草の根文化無償資金協力）、「緊急無償」（＝緊急無償資金協力）、「日本NGO」（＝日本NGO連携無償資金協力）、「草の根無償」（＝草の根・人間の安全保障無償資金協力）、「有償」（＝円借款、海外投融資）、「マルチ」（＝国際機関等を通じた多国間協力スキーム）、
「基礎調査」（＝中小企業・SDGsビジネス支援事業「基礎調査」）、「案件化調査」（＝中小企業・SDGsビジネス支援事業「案件化調査」）、「普及・実証・ビジネス化事業」（＝中小企業・SDGsビジネス支援事業「普及・実証・ビジネス化事業」、「ニーズ確認調査」（＝中小企業・SDGsビジネス支援事業
「ニーズ確認調査」）、「ビジネス化実証事業」（＝中小企業・SDGsビジネス支援事業「ビジネス化実証事業」）、実線「―――」（＝実施期間）、破線「- - - -」（＝実施予定期間）　※この凡例にない略語を使用する場合は凡例に当概略語を記載したうえで使用する。
【SDGsゴールの説明】1「貧困」、2「飢餓」、3「保健」、4「教育」、5「ジェンダー」、6「水・衛生」、7「エネルギー」、8「経済成長と雇用」、9「インフラ、産業化、イノベーション」、10「不平等」、11「持続可能な都市」、12「持続可能な消費と生産」、13「気候変動」14「海洋資源」、15「陸上資
源」、16「平和」、17「実施手段」
【SDGsの詳細】https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/SDGs_pamphlet.pdf

5.97 9,11アフリカ支援
プログラム

アフリカ交通人材育成プロジェクト 技プロ

年度
以前

年度 年度 年度 年度 年度

2023 2024 2025 2026 2027 2028 SDGs 備考

重点分野３
（中目標）

南南協力の促進

開発課題３－１
（小目標）

アフリカ支援

【現状と課題】
モロッコは従来からサブサハラ・アフリカ諸国との関係強化を外交上重視しており、南南協力の実施に注力してい
る。日本はこれまでモロッコに対する支援のうち、その成果が顕著である分野を中心として、第三国研修など三角
協力を実施しこれに貢献している。サブサハラ・アフリカ諸国の研修ニーズを踏まえて、今後一層需要が増えると
考えられる南南協力への支援を充実させていくことが求められている。

【開発課題への対応方針】
モロッコ政府自らが推進している南南協力の促進を、我が国によるこれまでの協力実績をふまえた三角
協力の実施を通じて支援することで、モロッコ側実施機関の能力を一層強化するとともに、アフリカ諸
国を中心とする国々の経済社会開発に貢献する。

協力プログラム名 案件名 スキーム

実施期間
支援額

（億円）


